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１．研究計画の概要 
 多核金属錯体は複数の金属中心の機能の
共同効果により単核錯体では実現不可能な
有機基質活性化・変換反応を実現することが
可能である。有機金属化学の領域では、これ
まで金属—金属結合に基づいたクラスター系
が多核金属錯体の中心的な研究対象となっ
てきたが、本研究では、金属—金属結合を構
造モチーフとしない非クラスター型・分散型
多核有機金属錯体の合成・反応性・触媒機能
について研究を行っている。このようなシス
テムはクラスター系に関して補完的である
とともに、あらたな反応様式・活性化様式を
提供できる可能性があり、またそれに基づい
た新しい触媒機能について研究を進める。一
方、分散型多核金属錯体については分子ワイ
ヤー機能をはじめとする物性調査に焦点を
当てて研究を進めている。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)非クラスター系 
 非クラスター型錯体系については、直線
的・集合的に精密に配置できる架橋配位子を
分子設計・合成・構造決定して、様々な配置
の二、三核錯体のライブラリーを構築した。
続いて金属の配置様式・金属種・金属の電荷
が協奏的基質活性化並びに複数基質同時活
性化に及ぼす影響を明らかにし、その結果を
触媒的炭素—炭素結合生成反応へ展開して、
単核種と異なる機構を経て反応が進行する
ことを明らかにした。 
(2)分散型多核錯体系 
 太陽光捕集 Ru部位と触媒機能発現 Pd部位

をビピリミジン配位子(L)で架橋した二核錯
体 [(bipy)2Ru(m-L)Pd(Me)(NCMe)]

3+ を用い
るとオレフィン類の光触媒的二量化反応が
進行するので、この反応をプローブとして反
応機構解明ならびに触媒活性のチューニン
グを行った。反応機構調査の結果、二番目の
基質が挿入する段階が光照射によって促進
されることを明らかにし、Ru 部分及び架橋配
位子部分の置換基効果を詳細に調査した結
果、Ru 部分から Pd 部分へ効率的なエネルギ
ー移動が本反応の鍵となっていることを指
摘すると共に、この結果を DFT 計算によって
検討することにより合理的に説明すること
に成功した。 
 この他、分散型錯体系の機能面についても
研究を進めた結果、p 共役系で架橋された多
核金属錯体が分子ワイヤーなどの分子素子
の性能を示すことを明らかにし、続いてスイ
ッチ、抵抗などの機能を示す分子素子の開発
に繋げた。 
  
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる 
 多核金属錯体の化学を、クラスター型、非
クラスター型、分散型に大別して俯瞰するこ
とにより、それぞれの構造的特徴に基づいた
反応性・触媒機能・物性を示すことが本研究
を通じて明らかにされてきた。得られた結果
は新規触媒反応開発の指針となり、これまで
中心的に研究されてきた多核種であるクラ
スター系とは相補的な世界が存在すること
を示すともに、多核錯体の化学の体系化を大
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きく進めることができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 平成２１年度は最終年度にあたるので、新
触媒反応開発に重点を置いて研究を進め、構
造的特徴の異なる多核金属種の触媒反応特
性に向けた研究を行って更に体系化を推し
進めるのみならず、分子素子開発など材料科
学的応用にも展開を図る。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
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